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広報テーマ（８月号）                      

（防災安全課・震災対策課） 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
≪防災の日と防災週間≫ 
９月１日は「防災の日」です。この日は、大正１２年９月１日に発生した関東大震災、昭和

３４年９月に襲来した伊勢湾台風などをきっかけとして、昭和３５年の閣議によって定めら

れました。 

また、昭和５７年には、全国的な防災普及行事の展開のために防災週間を設置することが、

昭和５８年には、防災週間を８月３０日から９月５日までとすることが、それぞれ閣議によ

って定められました。 

災害による被害の軽減には、防災学習や防火防災訓練等、日ごろの継続的な取組みを通じ

た、一人ひとりの防災意識、防災行動力の向上が必要不可欠です。防災の日と防災週間をきっ

かけとして、防災に関する行動を１つでも多く、ぜひ実践してみてください。 

 

 

 

 

 

地域の防災力を高めよう 

～知識と体験で防災行動力アップ～  

令和４年度 東京消防庁 防災標語 

参加しよう  もしものための  防災訓練  

（作者 小竹 亮輔さん 台東区在学） 
 

８月３０日（火）～９月５日（月） 

防災週間 

９月１日（木） 

防災の日 
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≪感染予防に配意した防火防災訓練≫ 
１ 感染予防対策を踏まえた防火防災訓練に向けて 

東京都では現在、３密の回避、マスクの適切な着用等、基本的な感染予防対策の徹底を呼

び掛けています。東京消防庁では、これらの基本的な感染予防対策を講じることで、感染拡

大により、これまで実施できていなかった防火防災訓練等を再開し、住民の方々と接する機

会を徐々に増やしていく予定です。 

また、感染予防対策を踏まえた防火防災訓練の実施については、お気軽に管轄の消防署に

ご相談ください。 

※ 感染拡大状況や、政府及び東京都からの自粛要請等に伴い、急きょ防火防災訓練の実施、協力がで

きなくなる場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

 

２ 防火防災訓練の企画や事前学習にご活用ください 

⑴ 防火防災訓練ポータルサイト 

迫りくる首都直下地震や身近に起こりえる火災などに対して、災害による被害をできる

だけ少なくするためには、一人一人が自ら取り組む「自助」、地域で助け合って取り組む

「共助」、行政が取り組む「公助」の力を高めることが重要です。 

中でも、「自助」や「共助」として「自分たちのまちは自分たちで守る」と言っても、

「具体的には何をすればいいの？」と悩まれる方も少なくはないのでしょうか。 

被害を最小限にとどめるためには、ご自身や地域のレベルにあった防火防災訓練を“ま

ず１度やってみる”ことが大切です。そこでの気づきや新しい疑問をもとに、繰り返し訓

練を重ね、少しずつステップアップを図ることで、ご自身や地域の防災行動力向上に繋が

ります。 

東京消防庁 防災部防災安全課では、都民の皆様のステップアップをサポートするため、

防火防災訓練に関する情報をまとめた「防火防災訓練ポータルサイト」を作成しました。 

ここでは、防火防災訓練の参考資料や、訓練用車両のご紹介、「リモート防災学習」と

いったデジタル教材など、様々なリンクを掲載しています。 

実際に身体を動かす訓練の前に、

「リモート防災学習」で防災につい

て“予習”し、訓練後には“復習”

するというサイクルで、いざという

時に、慌てず冷静に行動ができるよ

う、正しい知識と防災行動力を身に

つけましょう。 

 

 

防火防災訓練 

ポータルサイト 

※７月２５日リリース予定 
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⑵ 防災訓練動画 

  防災訓練動画では、「消火器の使い方」、「避難のしかた」、「１１９番通報のしかた」に

加え、新たに「スタンドパイプの使い方」を YouTube 東京消防庁公式チャンネルに公

開しました。ぜひご覧ください。 

※７月２５日リリース予定。デザインは変更となる可能性があります。 



4 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

「消火器の使い方」、「避難のしかた」及び「１１９番通報のしかた」の３つの動画は、

英語、韓国語、中国語（繁体字）及び中国語（簡体字）の字幕をつけたバージョンも

YouTube 東京消防庁公式チャンネルにそれぞれ公開しておりますので、こちらもご活用

ください。 
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３ 様々な特徴を持つ防災訓練用車両 

  実際に集まって訓練を行う際には、当庁が整備している防災訓練用車両の活用をお勧め

します。 

各車両での訓練実施時は、機器等の消毒など、感染予防対策には万全を期しています。 

各車両を活用した訓練を計画される場合は、管轄の消防署にご相談ください。 

また、管轄消防署の確認には、東京消防庁公式アプリ、「マップ機能」が便利です。ぜ

ひ、ご活用ください。 

 

 

ヘッドマウントディスプレイ（ゴーグル）に映

し出される臨場感あふれる３６０度の立体映像と

シートの振動、匂い、熱気などの演出により、地

震、火災、風水害の疑似体験訓練ができます。 

 

 

軽トラックベースの小型車で、住宅街や小さい

公園でも訓練でき、車両に積載した水を循環させ

て、スタンドパイプや屋内消火栓設備による消火

訓練が可能です。 

計４台整備しており、都内各地の訓練会場で活

用されています。 

 

 

東日本大震災や熊本地震など、近年発生した大

規模地震のほか、長周期地震動の体験による身体

防護訓練や出火防止訓練ができます。車いす用の

リフターを備えており、車いすの方も体験できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京消防庁 

公式アプリ 

ＶＲ防災体験車  

まちかど防災訓練車  

起震車  

消防署案内 防災訓練用車両紹介 
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４ 防災館での防災訓練体験 

防災館では都民の皆様に様々な災害に対する知識

や体験を通じて身につけていただけるよう、体験コー

ナーを設置しております。地震・火災・水災の他にも

日常生活での事故防止について学んでいただくこと

ができます。 

個人やご家族でのご利用はもちろん、学校や自治会

での防災訓練にもご利用いただけます。日頃の訓練で

はなかなか行えない防災訓練を、防災館でぜひ体験し

てみてください。また、今後も体験環境を整えて皆様

の有意義な時間になるよう努めてまいります。 

各防災館では、感染防止対策を徹底し、安心してコ

ーナーを利用できるよう準備しています。防災に関す

る情報を知りたい、技術を身につけたいと思ったとき

には、ぜひ防災館をご利用ください。 

※ 各防災館の開館状況及び体験コーナーについて

は、各防災館ホームページでご確認ください。 

 

 

 

５ YouTube 東京消防庁公式チャンネル 

災害に派遣された消防隊が撮影した動画や火災実験動画のほか、ロープ結索や包帯法を

学べる「キュータとやってみよう！」シリーズを新たに作成しています。パソコンやスマー

トフォンからいつでも視聴できますので、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 地震に関する教材資料 

東京消防庁では、過去の震災の教訓を踏まえて、 

 

・地震の時に取るべき行動「地震その時１０のポイント」（７ページ参照） 

・地震の被害軽減に向けた備え「地震に対する１０の備え」（８ページ参照） 

 

をそれぞれまとめています。防火防災訓練ポータルサイト、「訓練メニュー」内にも

掲載しておりますので、ぜひご活用ください。 

各防災館ホームページ 

地震コーナー（満３歳以上） 

救出救助コーナー（中学生以上） 
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≪地震に備えよう≫ 

 

 
 

令和４年５月に、東京都は１０年ぶりに見直した「首都直下

地震等による東京の被害想定」を公表しました。１０年前と比

べ、建物の耐震化や街の不燃化は格段に進み、様々な震災対策

が行われていますが、未だ甚大な被害が懸念されています。 

被害想定のうち、室内の家具類（屋内収容物）による死者は

239人、負傷者6,496人（そのうち重傷者 1,362人）と想定さ

れています※１。 

一方で、家具転対策※２を実施することにより、これらの被害を

大きく軽減できるとも想定されています。家具転対策実施率※３が、

現況の 57.3％※４から 75%となった場合には、被害が約４割減

り、100％となった場合には、被害が約８割減ると想定されてい

ます（図１）。 
※１ 都心南部直下地震（冬・夕方、風速８ｍ/ｓ）想定 ※２ 家具類の転倒・落下・移動防止対策 ※３ 「消防に関する世論調査」

における、家具転対策に関して、「全ての家具類に実施している」及び「一部の家具類に実施している」と回答した人の割合  

※４ 令和２年度調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように家具転対策の重要性があらためて示されました。いつ起きるか分からない地震

に備えて、被害を少しでも減らすために家具転対策を見直しましょう。 

 また、家具類の転倒・落下・移動は、「ケガ」だけでなく、「火災」や「避難障害」といった

「３つの危険」を引き起こします。「３つの危険」を把握し、家具転対策として「３つの対策」

を実施し、地震に備えましょう。 

家具類の転倒・落下・移動防止対策 
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図 1 家具転対策実施率の向上による死傷者数への対策効果 

（出典：首都直下地震等による東京の被害想定） 
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１ ３つの危険 

 ⑴ ケガ 

   大きな地震が発生すると、揺れによって、室内

の家具や家電が倒れて下敷きになったり、割れた

ガラスや破片が飛び散ることでケガをしたりす

ることがあります。 

   近年、大きな地震が発生した際に、東京消防庁

が行った調査によると、地震でケガをした人のう

ち、約３０％～５０％の人が家具類の転倒・落下・

移動によるものでした（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 火災 

   転倒・落下した家具類や荷物が暖房器具や台所の

ガステーブルなどに接触して火災が発生することが

あります。 

   過去の地震時にも、揺れによって台所のラックが 

倒れ、ラック内の収容物がガステーブルのスイッチ

を押すことで火災が発生するということがありまし

た。 

 

 

 ⑶ 避難障害 

   部屋のドアの近くや玄関までの経路に家具類を置

いていると、家具類が転倒・移動することによって、

ドアや廊下を塞いで避難できなくなることがありま

す。家の倒壊や火災が発生すると、非常に危険です。 

 

 

図２ 近年発生した大きな地震時の家具類の転倒・落下・移動によるケガ人の割合 
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２ ３つの対策 

 ⑴ 集中収納 

部屋の中にある物は、クローゼットや据え付け収納家具へ集中収納し、できるだけ 

生活空間に家具類を置かないようにしましょう（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ レイアウトの工夫 

   部屋のドアの近くや廊下に、転倒・移動しやすい家具類を置かないようにしましょう。

倒れた家具類により、ドアが開かなくなったり、つまずいてケガをしたり、避難の妨げに

なることがあります。また、家具類の位置や方向に注意することでケガの危険を減らす

ことができます（図４）。さらに、棚などの家具に物を収納する場合は、重いものを下に

収納し、重心を低くすることで倒れにくくしましょう（図５）。 

 

  

 

 

 

⑶ 対策器具の設置 

家具類には、家具転対策器具を設置しましょう。対策器具は、家具類の大きさや形に合わ

せて、それぞれに適した器具を設置しましょう。 

対策器具の効果は、Ｌ型金具のようにネジやボルト式で家具類と壁面を固定するタイプ

の効果が比較的高くなっています（図６）。また、ポール式とストッパー式を併用すること

で、Ｌ型金具と同等の効果を得ることができます。 

図３ 集中収納 

図５ 安全な収納方法 図４ 安全な家具類の配置 
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図６ 対策器具の種類と効果 及び 取り付け例 

東京消防庁ホームページの家具類の転倒・落下・移動防止対策ページでは、家具転対

策の必要性や実施方法をまとめた『家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブック』

や家具転対策に関する動画を掲載しています。ぜひご覧ください。 
 

家具転対策動画 家具転対策ページ 

 

ストッパー式 

マット式 

ポール式 

Ｌ型金具 

(スライド)式 

ベルト式 

チェーン式 

Ｌ型金具 

(上向け取付け) 

プレート式 

Ｌ型金具 

(下向け取付け) 

マット式 

ポール式 ポール式 

ストッパー式 

単
独
使
用 

組
合
せ
使

用 

器 具 の 効 果  

家具と天井に十分な強度が必要 

家具、壁面や器具に十分な強度が必要 


